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要旨 

「emerging な手話」の語形成の研究は、言語学者にとって非常に興味深いとこ

ろである。「emerging な手話」は、まず対象の名付け機能において語彙的にも音

韻論的にも高度なバリエーションを持ち、複数の記号が同一の指示対象を指す

こともしばしばある（Washabaugh 1986; Osugi, Supalla and Webb 1999; Sandler, 
Aronoff, Meir and Padden 2011; Morgan 2015）ということが記録されてきている。

さらにこれらの手話言語は、語形成のパラメターとなる最小要素の対立に基づ

いた体系的な音韻組織を示さないものとして記録されており、このことは語が

類像的で包括的なプロトタイプとして現れることを示唆するものである

（Sandler et al. 2011）。 
 
序論 

 本発表では、サンフアン・キアイヘ村チャティノ族手話における語形成の語彙

的な変異を、社会言語学的かつ認知的な現象、イーミックな用語を使えば「手の

整え」として分析する。これはメキシコのオアハカ州に属するサンファン・キア

イへ村の先住民のメゾアメリカコミュニティーから 2 世代しか経ていない、5 つ

の家族ベースの手話言語の変種から成るものである。話者は手話の変種を、親族

の系図、住居の地図、社会的なネットワークを元に、同居の家族かどうかと生物

学的な血縁関係に基づいて区別する。さらに、これらの手話言語の変種は 3 つ

の意味範疇、すなわち道具、食物、動物について語彙的なバリエーションの程度

に異なりを示す。またそれぞれの家族ごとにとりわけ語彙的な一貫性がある。家

族ベースで比較すると語彙的な変異が最も明らかなのは動物の名付けであり、

最も少ないのは道具である。このようなパターンは他の手話言語でも報告され

ている（Padden et al. 2013; Hwang et al. 2016）。 
 例えば、全ての家族は「石皿（製粉などに使われる石器）」を表すのによく似

た語形成の、その道具を両手で扱う様子を表現した手話単語を持っている。しか

し、その同じ家族が「猫」については別々の形式で表すのである。家族１は猫が

立ち、パンチをし、動く様子を、家族 2 は猫が食べて走り去る様子を表す。家族

3 は猫のひげの特徴で、家族 4 は小動物の身の丈を示す慣習的な身振りで表す

（Meo Zilio and Mejía 1980）。家族 5 は噛み付いて走り回る動きを描写する。 
 本発表では、このような変異のパターンに説明を与える。これらの語形成の多

くは、全てではないが、類像性とメトニミーという一般的な認知原理によって形

成される（Radden and Kövecses 1999）。変異形式は(1) 類像的なプロトタイプ表

現の恣意的な選択（Occhino, Anible, Wilkinson and Morford 2017）、(2) 指示対象を

指すために可能な、慣習的な身振りを含む選択の幅、(3) 表現のスキーマ性と特
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異性（Langacker 2008）によって説明できる。「石皿」を表す手話言語が家族を超

えて一致することは、この表現が指示対象の形式と意味の組み合わせを示し、お

そらくその類像的なプロトタイプはこれ 1 つに限られることを示唆する。これ

に対して「猫」には語彙的なバリエーションが見られることは、「猫」の類像的

なプロトタイプは 2 つ以上あって、その表現の多くは「猫」のプロトタイプに特

化されるというよりは、陸上動物のスキーマに収まるものとなっていることが

考えられる。 
 ここで示す「手の整え」の事例研究は、文化的に、言語学的に、社会的に体現

された人間の経験に基づいた複雑な世界の解釈の過程を通じて、新しい語形成

がどのように行われるかについての識見をもたらすものである。 
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